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 以下のとおり、私たちが掲げる DX 推進の進捗状況についてお知らせいたします。 

 

■DX 関連売上比率 

 2027 年の DX 関連売上比率 5%を目指し、下記各種展示会への出展や、セミナー等を開催させ

ていただき、お客様に対して、DX ソリューションのご提案、ご紹介をさせていただきました。 

 

 ＜展示会・セミナー 出展状況＞ 

2022 年 11 月 地方自治情報化推進フェア 2022 

DIS わぁるど in 越後にいがた 

2022 年 12 月 令和 4 年度 第 2 回てっこうきでん DX ミーティング 

2023 年 1 月  第 26 回 日本病態栄養学会年次学術集会 

2023 年 2 月  食品業界における DX 推進セミナー ～DX による競争力強化～ 

2023 年 5 月  第 27 回 自治体総合フェア 2023 

MEX 金沢 2023 

令和 5 年度 第 1 回 てっこうきでん DX ミーティング 

e-messe kanazawa 2023 

2023 年 6 月  ICT SOLUTION FAIR 2023 

2023 年 7 月  CEC ソリューションフェア 2022 

国際モダンホスピタルショウ 2023 

2023 年 9 月  ICT SOLUTION FAIR 2023 in nagoya 

 

 ＜弊社主催・共催イベント＞ 

2022 年 12 月 「紙」をなくせば電帳法対応は怖くない！セミナー 

2023 年 1 月  地方における 実践 IoT フォーラム 

2023 年 6 月  空調機器の節電ソリューション『Ai-Glies』ウェビナー 

2023 年 7 月 【Web セミナー】電気代の高騰でお悩みではありませんか？年間 400 万の 

節電効果の実績あり！その方法を参加者の皆様だけにお伝えします！ 

2023 年 7 月  地方における 実践 AI フォーラム 第 3 弾 

 

 また、弊社ホームページにて、DX 導入事例を掲載させていただいております。事例は随時追

加させていただきます。 



■DX 人材の育成 

 弊社 DX 戦略実現に向けた人材の育成・確保に注力して参ります。そのために、DX テクノロ

ジー専門領域についての社員育成プログラムの検討を開始しております。 

DX 推進を後押しする体制を強化すべく、資格取得に向けた取り組みも推進しております。 

 

 ＜DX 関連資格合格者数 のべ 134 名＞ 

 

 ・DX 検定（DX プロフェッショナル レベル） 2 名 

 ・DX 検定（DX エキスパート レベル） 3 名 

 ・DX 検定（DX スタンダードレベル） 2 名 

 ・MCPC IoT システム技術検定（中級） 3 名 

 ・MCPC IoT システム技術検定（基礎） 2 名 

 ・AI・IoT コンサルタント（AISC） 1 名 

 ・AI・IoT コンサルタント（AIJC） 2 名 

 ・AI・IoT 基礎検定（AIFT） 2 名 

 ・Python3 エンジニア認定データ分析試験 1 名 

 ・DX 推進アドバイザー 1 名 

 ・E 資格 1 名 

 ・G 検定 5 名 

 ・IoT 検定ユーザー試験（グレード B） 1 名  

 ・CompTIA Cloud+ 4 名 

 ・CompTIA Project+ 47 名 

 ・CompTIA CySA+ 3 名 

 ・CompTIA Server+ 1 名 

 ・CompTIA Security+ 9 名 

 ・CompTIA Network+ 12 名 

 ・CompTIA Cloud Essentials+ 16 名 

 ・AWS Certified Solutions Architect – Associate 3 名 

 ・AWS Certified Developer - Associate 1 名 

 ・AWS Certified SysOps Administrator - Associate 1 名 

 ・AWS Certified Cloud Practitioner 9 名 

 ・Microsoft Certified: Azure Fundamentals 2 名 

 

 

 

 

 

 

 



■自社 DX の取り組み 

○新統合システムの構築 

・各種経営指標データを一か所に集約しリアルタイムに数値を把握・分析するためのシステ 

ムを構築中 

 

○お客様情報の整理・共有 

・お客様情報の共有と活用を開始すべく、クラウド型データベース上にて情報を整備中 

 

○デジタルマーケティングの取り組み 

・複数部署にて MA ツールを運用開始し、現在活用中。 

 


